
第６６回さっぽろ雪まつり歩くスキー体験事業

１、日時 ： 平成２７年２月５日（木）～２月１１日（祝・水）
１０：００～１２：１５、１３：００～１７：００

２、場所 ： 大通西１１丁目広場 １周 約１５０ｍコース

３、目的 ： 雪まつり会場において歩くスキーの体験事業を実施する

ことによりウインタースポーツの魅力をPRする。
４、対象 ： 市民道民及び国内外観光客

５、事業内容 ：マンツーマンによる歩くスキーの装着、着脱と滑り方の

コツ等の指導及び安全管理 （延べ８４名）

６、利用人員 ： 延べ１，５４０名



７、内容：

●世界的なイベントとして国内外から２３０万人以上が訪れる「第６６回さっぽろ
雪まつり」が５日からスタートしました。観光客の人々に体験して貰う目的で
毎年雪まつりのイベントとして歩くスキー体験コースが開催されています。
●今年は大幅な気候変動の影響を受け、開催期間前半と後半は、寒気で日中
もかなり冷え込みました。しかし中間の７日（土）から季節はずれの暖気が入
り、８日（日） には雨となり、雪像が一部崩壊しました。スキーコースも相当荒
れましたので途中で閉鎖するハプニングがありました。 しかしその後の
コース整備のお陰で、翌日は予定通り再開できました。
●期間中１５４０名の方が体験しました。今年の特徴は海外（アジア、南北アメ
リカ、 ロシア、アフリカ等世界各地）の観光客の大幅な増加です。日によって
異なりますが体験者の２割は海外からの方で家族連れの方が多かったです。
コースの中では、ボディラングエージを交えたコミニュケーションを楽しみまし
たが、「歩くスキー」を体験し「楽しかった」と言っていただいたのは何とも嬉し
いことです。しかし、更なるコミュニケーション能力の向上が課題と感じました。
●国内の方も、九州、四国、本州、北海道各地から多くの年齢層の方が体験に
来られました。市内の保育園児も団体で来ていました。札幌在住の高齢者の
方々からは、冬の運動として積極的に取り組んでみたいとの声が多く寄せら
れたのが印象的でした。その方々には市内のコースやスキー教室等の案内
も併せて行いました。





大通西１１丁目広場 １周 約１５０ｍコース



アジア、南北アメリカ、 ロシア、アフリカ等世界各地参加

ザンビアから来た・・・２才の子供



７日（土）から季節はずれの暖気が入り、８日（日） には雨となり
、雪像が一部崩壊しました。スキーコースも相当荒れましたので
途中で閉鎖するハプニングがありました。



我々指導員延べ８４名



夜のライトアップ、プロジェクションマッピングされた雪像
奈良県にある世界遺産「春日大社・中門」



楽しいサザエさん一家



第2回スノーデュアスロン北海道２０１5
１、日 時 ： 平成２7年２月１5日（日） ９：００～１４：００
２、場 所 ： 滝野公園 つどいの森
３、天 候 ： 吹雪、 気温ー２．０℃、雪温―３．℃、積雪 116ｃｍ
４、参加人員 ： Aコース： 女子 ３名 男子 ７名 合計 １０名

Bコース： 女子 ４名 男子 ６名 合計 １０名
５、内 容 ：
●ファットバイク（ ＦａｔＢｉｋｅ）と歩くスキーをタイアップした第２回の競技
大会です。ＦａｔＢｉｋｅは太さ（幅）4インチほどの太さのタイヤを履いたマウンテ
ンバイクです。 「米国ミネソタ州」生まれ、太っちょタイヤでふわふわ浮遊感
の新感覚自転車と歩くスキーの組合せ競技です」

●AコースはＢｉｋｅ１ｋｍを５周５ｋｍ、Ｓｋｉ３ｋｍを２周６ｋｍ、合計１１ｋｍ。
BコースＢｉｋｅ１ｋｍを２周２ｋｍスキー３ｋｍを１周３ｋｍ、合計５ｍで実施した。

●当日はオホーツク海に居座る爆弾低気圧の影響をまともに受け悪天候と
なったので、大会の安全に配慮し、Ａ，Ｂコース同時スタートで決行されました。
Ｂｉｋｅスタートの直後から猛烈な吹雪となり、選手の姿もホァイトアウトで
かすむ様なコンデションでしたがＡ．Ｂコース選手全員が最後まで安全で無事
ライディングし、滑りきるというスノーデュアロン魂を見せてくれました。



1.

ファットバイク（ ＦａｔＢｉｋｅ）と歩くスキーをタイアップした競技
米国ミネソタ州」生まれ

参加者
Aコース： 女子 ３名 男子 ７名 合計 １０名
Bコース： 女子 ４名 男子 ６名 合計 １０名



歩くスキー



ファットバイク（ ＦａｔＢｉｋｅ）
太っちょタイヤでふわふわ浮遊感の新感覚自転車



２０１５道新Jｒ.歩くスキー教室in中島公園

１、日 時： 平成２７年２月２２日（日）午前１０時～、午後13:30～
２、場 所： 中島公園歩くスキー特設コース
３、天 候：午前は晴れ、午後半雪、 気温－２℃、雪温－１℃、

４、参加人員：午前 ５０名、午後５０名（小学生対象、定員各５０名）
５、内 容 ：
●特別ゲスト江川 淳氏（カルガリー冬季五輪出場）さんらによる指導を
受けながら、会場の約３００ｍのコースを元気一杯に滑りました。

●８グループに分かれてのミニレースでは、白熱した走りを繰り広げる
「次世代の選手」たちの姿に見つめる父兄らから大きな声援が送られ
ていました。

●教室では、スキーの着脱指導のほか、江川さんの滑走デモンストレー
ションも行われました。
●今年は低学年の参加者が多く、また、元気な児童が数多くいました。

●琴似から参加した１年生の女の子は「お母さんは元クロスカントリーの
選手で、大変上手になり褒められました」と笑顔で話していました。



スキーを装着するスタッフ

練習する４年生・・



参加者 午前 ５０名 満員

参加者 午後 ５０名



開会式 １０：００～、 １３：３０～



滑走デモストレーション

江川さんの滑走デモンストレーション



ミニレースの前に練習する２年生



いよいよミニレースが始まります



ミニレースのスタート前 １年生



スタート直後の４年生





利根別原生林スキーハイキング

１，日時 ： 平成２７年２月２８日（土）
（１）１０：００ 北海道グリーンランドスキー場ロッチピンクハウスで開会式、

（２）１０：２０ 準備体操後スタート
（３）１１：５０ 閉会式後解散
（４）１２：００ 岩見沢温泉「なごみ」入浴後・昼食・懇親
（５）１５：３０ 札幌着後解散

２、場 所：北海道グリーンランドスキー場～利根別休養林に入るコース約７ｋｍ

（１） チャレンジコース （２） ゆっくりコース （３） らくらくコースの

３コースを 企画

３、天 候 ： 晴 気温1度Ｃ
４、参加人員： 歩くスキー協会１６名、岩見沢スキー連盟１８名合計３４名
５、内容：

●出発時の札幌は雪でしたが当地は天候も良く岩見沢スキー連盟の

ご案内で各自に合ったコースを選び自然林に囲まれた中を心地良い汗を

流しながら親交を深めました。



●連日の暖気でザラメ状の雪で良く滑り悪戦苦闘しながら、起伏のある

チャレンジコースでは、萩の山見晴らし分岐点や岩見沢市内が展望できる

地点での景観を楽しみその後、高さ８５ｍの大観覧車を見ながらゴール

しました。
●毎年参加している７０歳の男性は地元の北海道新聞取材のカメラマンに

「天候も良く林道で気持ちよく滑りました。来年も参加したいです」と答えて

いました。

●閉会式では、岩見沢スキー連盟の皆さんから温かい甘酒

を頂き心も身体も温まりました。本当にありがとうござい

ます。別れを惜しみ来年度の再会を約束しました。
●楽しみの一つ帰りには、湯元岩見沢温泉「なごみ」に入浴し、

疲れを癒し、その後昼食会とビール等で談話がはずみ皆さん

大変満足していました。





参加者： 歩くスキー協会 １６名
、



開会式・・注意事項



準備体操・・・



参加人員：
歩くスキー協会１６名、
岩見沢スキー連盟１８名 合計３４名



岩見沢スキー連盟のご案内で各自に
合ったコースを選び自然林に囲まれた中を
心地良い汗を流しながら親交を深めました。



自然林の中で休憩・・・・



岩見沢市内が展望できる地点での景観を楽しみました・・



高さ８５ｍの大観覧車を見ながら
ゴールしました。



湯元岩見沢温泉「なごみ」に入浴し、疲れを癒し、その
後昼食会とビール等で談話がはずみ皆さん大変満足し
ていました。



第１回 北海道歩くスキー協会「歩くスキーの集い」

１、日時：平成２７年３月１５日（日）１０：１５開会式、 開会式終了後スタート
２、場所： 滝野公園 つどいの森 「常設コース」
３、天候：晴れ、 気温５℃ （１０時現在）
４、参加人員： １３５名
５、コース：１６ｋｍ、１０ｋｍ、４ｋｍ、
６、内容：
●今大会は当協会が初めて企画した第１回の大会です。当公園で行われる
今シーズン最後の大会で春の息吹を感じさせる好天のなか、６歳から９０歳
の男女１３５名の方が白銀の林の中を駆け抜けました。

●冬季パラリンピックで良く見られる２本のスキーの上に椅子をのせた
シットスキーで景観を楽しみながら腕の力だけで気持ちよく元気に力走する
４人の選手を見て感動致しました。

●豊平区から来た６５歳の女性は「大自然の中を歩き、そこで流す汗は最高
で、心身ともリフレッシュできました」と笑顔で話していました。

●来年も第２回大会を開催致しますので多くの参加者を期待致します。



冬季パラリンピックで良く見られる光景
シットスキーの選手も4人も参加！



1.

１０：１５開会式、 会長挨拶で始まりました



準備体操・・・



1.

４ｋｍスタート



シットスキーもスタート・・腕力だけで元気に力走しました



各１６ｋｍ １０ｋｍもスタート・・



終末係り

春の息吹を感じさせる好天のなか、
白銀の林の中を駆け抜ける選手・・



マイペースで・・・

ゴールを待つスタッフ



平成２６年度春山歩くスキーハイキング
１、日時 ： 平成２７年３月２２日（土）

・札幌出発０８：００、コース出発０９：３０、コース最終帰着１３：００
朝里温泉出発１５：３０、札幌帰着１７：００

２、コース ： 小樽穴滝へのトレッキング林道コース
３、参加人員 ： １９名
４、天 候 ： 曇りのち快晴（気温：３．４℃/９：００～７．８℃/１２：００、積雪：約７０ｃｍ）
５、内 容 ：
●今回は昨年１０月秋に行った「小樽自然歩道トレッキングの春山版で、天神浄水
場前分岐～勝納川沿いの緩やかな登りの林道～穴滝分岐～山道～穴滝を往復
（約８ｋｍ）のコースです。
●当日朝天気予報では晴れにも関わらず小樽市街に入ると小雨となり、

一瞬今冬の荒天のイメージが頭をよぎりましたが、コース入り口にある天神浄水場

に着いた頃から曇り空へ、更にトレッキング開始１．５ｋｍ地点では快晴となり、

気温も朝方約３℃が約８℃近くと急激に上がり、春山特有の日差しと温かさが

感じられました。
●まず、天神浄水場前で全員揃って記念撮影をし、浄水場前約７０ｃｍの残雪を

よじ登ってスキー を履き、らくらく組とゆっくり組が一体となって続き、緩やかな

コースをゆっくり登り始めました。



春山はまだ芽吹く前の黒肌や白肌の木々が立ち並び、すっきりと見通しも良く、

早春の残雪と晴天の空のコントラストは眩いばかりでした。
●先頭のらくらく組とゆっくり組の混合チームの大多数は１時間程度で穴滝分岐に

着き、穴滝への谷あいを登り始めたのですが、谷あいは残雪が多く狭い林間の

登りは無理と判断し、登り始めて間 もなく引き返し、予定より３０分早く１１：３０に

スタート地点に帰着しました。 またスタート直後からの急激な気温の上昇とそれに

伴い雪面が柔らかくなったことで緩斜面ながら体力的に相当負担が掛かる状態と

なっていた様で、スタート１．５ｋｍ地点で引き返した人達は帰着が１３：００と予定より

１時間程度遅なりました。今後気候変動の影響には相当留意する必要があると

感じました。

●帰りは、恒例の朝里「湯の花温泉」でたっぷりした湯につかり、春山での疲れを

ビール等を飲みながら癒しました。



昨年10月実施した「小樽自然歩道トレッキング」
の春山版で・・・春山特有の日差しと温かさでした



天神浄水場前で全員揃って記念撮影



第３３回 蘭越町ニセコ連峰歩くスキー大会

１、日時： 平成２７年４月５日（日）午前９時３０分 開会式
２、場所： 蘭越町ニセコ連峰チセヌプリ周辺
３、天候： スタート時曇り、午後小雨 、気温２℃と強風、
４、参加予定者：２６３名（道内外）

５、コース： 白樺コース５ｋｍ、シャクナゲコース１０ｋｍ、

チセヌプリコース １５ｋｍ、パノラマコース３０ｋｍの４コース

６、内容：

●昨年、一昨年は荒天のため中止となり、３年ぶりに大会が

開催されました。歩くスキーシーズンの最後の大会で景観を

楽しみながら満喫いたしました。



●パノラマ３０ｋｍコースにおいては天候が急変し、ビーナス

の丘周辺は雲に覆われ又神仙沼周辺は強風で途中で

断念した人が続出しました。

●強風でスノーモービルでゴール」した６０代の女性は

「自然には勝てませんが、スタッフの方がコース内に
たくさん配置され、何があっても対応してくれるので安心して

参加できました。感謝いたします」と話していました。

●３年ぶりの開催で恒例のお楽しみ抽選会では、地元温泉

無料宿泊券、特産品のらんこし米等々、又１００人にも

景品があたり大会を盛り上げました。



８時過ぎ集合・・・スタッフ

参加者も来て駐車場も満杯に・・・



昨年、一昨年は荒天のため中止となり、
３年ぶりに大会・・参加者も続々と来ました・・・



開会式の様子・・・ 参加者２６３名（道内外）



準備体操・・・



１０時～各コーススタート



スタート直後難所を登る選手



それぞれマイペースで・・

５ｋｍ、１０ｋｍ迄は良いが１５ｋｍビーナスの丘周辺は雲に覆われ
視界が３０ｍ・・３０ｋｍの人はここで引き返した人多い・・・



３０ｋｍコースにおいては神仙沼周辺は強風で途中で断念した
人が続出し危険と言うことで残りの選手スノーモービルでゴール
しました・・・



旧白石サイクリングロード・ウオーキング
１、日 時 ：平成２７年５月１７日（日） ０９：００～１４：００
２、経 路 ：地下鉄白石駅～環状通り夢の橋～旧月寒駅跡～

大谷地虹の橋厚別川～厚別南公園（旧上野幌駅跡）～

国道２７４号～湯処ほのか温泉・・・約１０ｋｍ

３、天 候 ： 晴れ一時小雨後晴れ
４、参加人員： ２４名
５、内 容 ：
●昨年の事業計画では、札幌５０峰トレッキング「八剣山登山」

をご案内しておりましたが、「高齢者の参加者が団体で

登るにはリスクがある」と判断し、旧白石サイクリング

ロード・ウオーキングに変更致しました。
●旧国鉄千歳線跡地で、自転車・歩行者専用道路として

生まれたコースです。沿道には多くの公園等があり又桜が

植えられており今は葉桜でしたが、八重桜が咲誇っていました。



その他、ライラック、白樺、イチョウ等々新緑の並木を眺めたり

地域住民が作成したモザイクタイルアート等があり、皆さんそれ

ぞれ楽しみながら全員完歩しました。

●初めて参加した６０代の女性は「信号もほとんどなく自動車も

走っていないのでマイペースで歩きやすく、景色を眺めたり、会話し

たりと、とっても楽しかったです」と笑顔で話していました。

●湯処「ほのか」に到着後はお楽しみの温泉入浴です。

それぞれの温泉又サウナ等で汗を流し疲れを癒しました。
その後は、昼食でアルコール等を飲みながら親睦を深め、それぞれ

三々五々に帰宅しました。



９：００ 地下鉄白石駅出発

出発点・・環状通り夢の橋の下でミティング 参加者 24名



旧国鉄千歳線跡地で、自転車・歩行者専用道路
として生まれたコースです・・白石区民の「市民の
憩いの場にして欲しい」という強い要望で・・・



アサヒビール園付近
旧千歳線の月寒駅跡の
記念碑がある。

旧千歳線廃止後もアサヒ
ビール専用線として数年
間残ってました・・山本氏
説明



小高い丘の上に八重桜が咲誇っていましたその下で記念写真。



国道２７４号～湯処ほのか温泉11時４０分到着・・・約１０ｋｍ



昼食でアルコール等を飲みながら親睦を深めました


